
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
た
建
築
物
の
脱
炭
素
化
の
推
進

本
理
念
の
も
と
、
創
業
以
来
、
本
業
を
通
じ
た

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
を
実
践
し
て
き
ま
し

た
。
2
0
2
3
年
度
か
ら
は
、「
人
」「
地
域
社

会
」「
地
球
環
境
」の
3
つ
を
重
点
領
域
と
定
め
、

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
の
一
層
の
高
度
化
を
通

じ
て
、『
誰
も
が
、
ず
っ
と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
』
の
実
現
に
向
け
、
当
社
の
持
続
可
能
な

成
長
と
社
会
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、「
地
域
社
会
」「
地
球
環
境
」
の
2

領
域
に
お
い
て
は
、
全
国
約
1
︐5
0
0
の
営
業

拠
点
が
老
朽
化
に
伴
っ
て
建
て
替
え
を
行
う
際
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
大
き
な
改
善
、
太
陽
光
パ

協
定
締
結
の
検
討
経
緯

　

当
社
は
、
1
8
8
9
年
7
月
、
日
本
で
三
番

目
の
生
命
保
険
会
社
と
し
て
発
足
し
、「
国
民
生

活
の
安
定
と
向
上
に
寄
与
す
る
」
と
い
う
経
営
基

シリーズ

建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定
の
締
結
企
業
の
紹
介

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社

ネ
ル
の
設
置
、
木
造
化
等
を
通
じ
た
脱
炭
素
化

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
原
則
Z
E
B 

R
e
a
d
y 

水
準
で
の
建
て
替
え
を
実
施
し
て

お
り
、
2
0
2
4
年
度
末
で
累
計
1
6
2
拠
点

を
竣
工
し
ま
し
た（『
Z
E
B
』拠
点
含
む
）。

こ
う
し
た
取
組
が
建
築
物
木
材
利
用
促
進
協
定

の
趣
旨
（
建
築
主
た
る
事
業
者
等
が
国
又
は
地
方

公
共
団
体
と
協
働
・
連
携
し
、
木
材
利
用
（
ウ
ッ

ド
・
チ
ェ
ン
ジ
）
を

促
進
し
、
脱
炭
素

社
会
・
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
を

目
指
す
）
と
合
致
し

て
い
た
こ
と
か
ら
、

2
0
2
3
年
10
月

農
林
水
産
省
・
環

境
省
と
の
間
で
協

定
を
締
結
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
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ニッセイの森の間伐材を活用したBELS認証プレート

木材利用推進コンクール表彰式

件
の
木
造
営
業
拠
点
を
建
築
し
、
合
計
5
5
0

㎥
の
木
材
を
活
用
し
ま
し
た
。
こ
の
木
材
使
用
に

よ
り
、
3
7
9
ト
ン
の
C
O
2
を
貯
蔵
し
て
い
る

計
算
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
建
物
は
構
造
や
ア
ク
セ
ン
ト
ウ
ォ
ー

ル
等
の
外
装
、
内
装
に
お
い
て
木
材
を
利
用
し
、

建
築
物
の
木
造
化
・
木
質
化
を
地
域
社
会
お
よ
び

当
拠
点
で
勤
務
す
る
営
業
職
員
に
建
物
意
匠
面
で

訴
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社
会
に
お
け
る
建

築
物
へ
の
木
材
利
用
促
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
建
物
外
皮
の
高
断
熱
化
や
高
効
率
な

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
・
太
陽
光
パ
ネ
ル
・
蓄
電

池
等
の
設
置
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

『
Z
E
B
』認
証
の
取
得
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
木
材
利
用
の
促
進
に
向
け
た
情
報
発
信

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
に
は
、
木
造
営
業
拠
点
「
群
馬
富
岡

オ
フ
ィ
ス
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
や
、

建
設
業
者
な
ど
の
企
業
を
対
象
と
し
た
勉
強
会
や

見
学
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
富
山
県
で
開
催

さ
れ
た「
と
や
ま
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
」で

当
社
が
木
造
化
に
取
り
組
む
意
義
に
つ
い
て
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
施
主
と
し
て
全
国
で
木
造
拠
点

の
建
築
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
に
加
え
、
こ
れ

協
定
に
基
づ
く
構
想
の
概
要

　
協
定
で
は
、
３
つ
の
構
想
と
４
つ
の
取
組
を
目

標
と
し
て
お
り
ま
す
。

構
想
①　
当
社
営
業
拠
点
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は

国
産
木
材
を
積
極
的
に
活
用
し
、
建
築
物
の
木
造

化
及
び
木
質
化
を
地
域
社
会
に
建
物
意
匠
面
で
訴

求
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山
村
の
活
性
化
や
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
貢
献
す
る
。

構
想
②　
建
築
物
の
脱
炭
素
化
の
推
進
に
よ
り
、

2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
貢
献
す
る
。

構
想
③　
合
法
伐
採
木
材
等
の
利
用
推
進
に
よ

り
、
S
D
G
s
に
貢
献
す
る
。

取
組
①　
今
後
新
築
す
る
営
業
拠
点
に
つ
い
て
、

全
都
道
府
県
に
１
物
件
以
上
を
木
造
で
建
築
し
、

令
和
13
年
3
月
ま
で
に
全
国
で
1
0
0
物
件
、

概
ね
4
︐8
0
0
㎥
の
木
材
を
利
用
す
る
。

取
組
②　
外
皮
の
高
断
熱
化
及
び
高
効
率
な
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
備
え
、
Z
E
B 

R
e
a
d
y 

水
準
の
建
築
物
と
す
る
。

取
組
③　
物
理
的
制
約
等
が
な
い
場
合
は
、
木
造

拠
点
か
ら
優
先
的
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し

創
電
す
る
こ
と
に
よ
り『
Z
E
B
』水
準
の
建
築
物

と
す
る
。

取
組
④　
木
材
利
用
の
意
義
や
メ
リ
ッ
ト
を
積
極

的
に
発
信
す
る
。

協
定
に
基
づ
く
取
組

　
こ
の
よ
う
な
構
想
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
10
物

今
後
の
抱
負

当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
今
後
も
『
誰
も
が
、
ず
っ

と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
』
の
実
現
を
目
指

し
、
地
域
社
会
の
活
力
創
出
や
地
球
環
境
保
全
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営

の
一
層
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
木
材
利
用
促
進
の
取
組
は
、
単
な

る
建
築
材
料
の
選
択
を
超
え
て
、
地
域
の
森
林
資

源
の
持
続
的
な
活
用
と
山
村
地
域
の
活
性
化
、
次

世
代
を
担
う
若
い
世
代
に
対
す
る
環
境
意
識
の
啓

発
な
ど
、
非
常
に
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
取
組
を
社
会
全
体
に
広

げ
る
た
め
、
積
極
的
な
情
報
発
信
と
知
見
の
共
有

を
行
う
と
と
も
に
、
当
社
の
木
材
利
用
促
進
の
取

組
が
日
本
の
森
林
資
源
の
有
効
活
用
、
地
方
創
生

の
推
進
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と

を
願
い
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。

ら
の
情
報
発
信
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
点
が
評

価
さ
れ
、
令
和
６
年
度
木
材
利
用
推
進
コ
ン
ク
ー

ル「
国
産
材
利
用
推
進
部
門
」に
お
い
て
林
野
庁
長

官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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